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はじめに 

 

１. 計画策定の背景と目的 

南木曽町では平成 19 年度に「南木曽町地域公共交通総合連携計画」を策定し、路線バス、乗

合タクシーの運行を行ってきました。 

現在の公共交通体系となり 10年以上が経過するなかで、人口減少、少子高齢化の進展、イン

バウンド観光客の増加、新型コロナウイルス感染症の拡大による生活様式の変化など南木曽町

を取り巻く環境は大きく変化しています。このような環境の変化に対応するとともに、今後も

人口減少や高齢化が見込まれることから、住民の移動ニーズを踏まえつつ、需要と供給のバラ

ンスがとれた効果的かつ効率的な公共交通が求められています。 

このような中、南木曽町では、第 10 次南木曽町総合計画を策定し、高齢者や学生の生活に必

要な移動や観光客等の移動を担保する持続可能な地域公共交通を構築することを目指していま

す。本計画は、現在の地域公共交通の課題を整理し、交通弱者をはじめとした住民はもとより、

観光客も含めた移動に対応できるよう、地域公共交通を再編するために策定するものです。 

 

２. 計画の区域 

計画区域は南木曽町全域とします。ただし、住民の移動は町外にも及んでいるため、近隣の

自治体（岐阜県中津川市、大桑村）と連携しながら事業を実施します。 

図表 1 計画の区域 

  

N

南木曽駅 

坂下駅 

大桑駅 
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３. 計画の期間 

本計画の期間は令和 4（2022）年度から令和 8（2026）年度までの 5 年間とします。 

 

４. 計画の位置づけ 

本計画の位置づけを図表 2 に示します。 

本計画は「第 10 次南木曽町総合計画」「南木曽町地方創生総合戦略 第 2 期計画」を上位計画

とし、公共交通に関連する計画と整合を図り、事業を実施するものとします。 

 

図表 2 本計画の位置づけ 

 

 

  

第10次南木曽町総合計画
～住んで良かった、暮らしてよかった、

住むなら南木曽町～

（計画期間：平成30年度～令和9年度）

南
木
曽
町
地
域
公
共
交
通
計
画

（計
画
期
間
：令
和
4
年
度
～
8
年
度
）

南
木
曽
町
障
害
児
福
祉
計
画

そ
の
他
の
関
連
計
画

整
合
性
を
担
保

上位
計画

下位
計画

南木曽町地方創生
総合戦略 第2期計画
（計画期間：令和2年度～令和6年度）

南
木
曽
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画



 

3 

第1章 上位計画の整理と地域及び公共交通の現状、課題 

 

本章では、上位計画で求められている公共交通のあり方と各種統計や調査、利用者数の記録を

集計した結果などから公共交通やそれを取り巻く環境、町民の移動を整理します。 

 

１. 上位計画が求める公共交通のあり方 

上位計画である「第 10 次南木曽町総合計画」、「南木曽町地方創生総合戦略 第 2 期計画」に示

された地域公共交通のあり方を整理します。 

 

（１） 第 10次南木曽町 前期基本計画 

 南木曽町第 10 次総合計画は、長期的な展望に基づいて、まちづくりの将来目標を示すとと

もに、町政を総合的、計画的に運営するために、各行政分野における計画や事業の指針を明

らかにするものであり、町政運営の最も基本となる計画です。 

 「住んで良かった、暮らしてよかった、住むなら南木曽町」を将来像としています。 

 基本目標1「定住化から元気を」において、「公共交通は、自らが交通手段をもたない交通弱

者の通院・買物・通学といった日常の移動手段を確保するため維持・存続させています。利

便性と福祉の向上に努め、地域公共交通協議会とともに費用対効果も考慮しながら、総合的

な見地から制度運用、料金体系や割引・優遇制度を検討」することとしています。 

 

図表 3 第 10 次南木曽町総合計画 前期基本計画の公共交通に係る概要 

 

 

 

 

 

公共交通に関連する基本目標等 

基本目標 1定住化から元気を 

第１節 快適な社会基盤のあるまちづくり 

2公共交通機関の充実 

【主要施策】 

 ＪＲ中央本線対策の推進 

 地域バス対策 
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（２） 南木曽町地方創生総合戦略 

 総合戦略は、総合計画が掲げている「将来像」とそれを実現するための「政策」を踏まえつ

つ、「人口減少の歯止め」と「人口減少社会の中での幸福な暮らしの維持」という２つの課

題について、集中的に展開する事業をまとめたものです。 

 基本戦略 1「暮らしを守る基盤づくり」の「戦略事業 1-3-2 公共交通の充実」において、

「車が運転できなくなっても地域で暮らし続けられるようにするために、地域バス等を継続

的に運行するとともに評価・検証を行い、利便性が高く、効率的な交通システムを育ててい

くこと」及び「地域の安心安全と地域経済を支える道路網整備を進めるとともに、地域バス

や乗合タクシーの本数を維持しつつ、利用者ニーズにあった運行に努める」としています。 

 

 

（３） 小括 

上位計画では、交通弱者が地域で暮らし続けられるようにするため、通院・買物に対応した公

共交通、高校生の通学に対応した公共交通、地域経済を支えるため観光客の移動に対応した公共

交通を整備することが求められています。 
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２. 地域概況と人口 

（１） 地勢 

南木曽町は長野県の南西部、木曽谷の南端に位置します。面積は 215.93 ㎢で、その地

勢は木曽川によって形成された河岸段丘上にわずかに平坦部がありますが、94％が山林で

占められています。町中心部の三留野、5 つの谷筋に与川、北部、妻籠、蘭、広瀬、田立

の計 7 集落で形成されています。 

木曽川沿いには南北に JR 中央西線と国道 19 号が走り、東西には、国道 256 号が伊那

谷に通じています。 

 

図表 4 南木曽町の地勢 
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（２） 施設立地 

町内の医療機関、教育機関、商業施設は南木曽駅周辺に立地しており、各集落から南木

曽駅周辺までの移動が発生します。また、隣接する中津川市には商業施設や医療機関が多

く立地している他、大桑村にも医療機関、商業施設があります。 

 

図表 5 施設立地 

 
Sources: Esri, HERE, Garmin, USGS, Intermap, INCREMENT P, NRCan, Esri Japan, METI, Esri China (Hong Kong), Esri Korea, Esri (Thailand), NGCC, (c) 

OpenStreetMap contributors, and the GIS User Community  

凡例
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拡大図➀

拡大図➀南木曽駅周辺拡大図②坂下駅周辺

拡大図②

拡大図③中津川駅周辺

拡大図③
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（３） 人口の推移と将来推計 

南木曽町の人口は、長期的に減少が続いており、今後もその傾向は変わらないと推計

されています。本計画の最終年度（令和 8 年度）には 3,500 人を下回る見込みです。 

年齢 3 区分人口ではすべての区分で減少（高齢者人口も減少）し、それにともない高

齢化率が上昇します。少子化・高齢化がよりいっそう進んで行きます。 

 

図表 6 南木曽町の人口の推移と将来人口推計 

 

出典：実績値 （令和 2年度まで）：国勢調査、 
推計値 （令和 7 年度以降）：国立社会保障人口問題研究所  

 

世帯数も減少が続いています。世帯種別でみるとその他一般世帯数は減少しています

が、高齢者夫婦世帯、単身高齢者世帯数はほぼ同数で推移しています。今後は高齢化率

の上昇とともに高齢者夫婦世帯、単身高齢者世帯数が増加すると見込まれます。 

 

図表 7 南木曽町の世帯数の推移 

 

出典：総務省 国勢調査  
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（４） 人口分布（平成 27年及び令和 12年） 

人口は三留野地区を中心に木曽川と蘭川、与川をはさんで分布しています。与川地区、

北部地区、蘭地区、田立地区においては谷筋の奥にも人口が分布しています。 

図表 8 人口分布（平成 27（2015）年） 

  

出典：平成 27 年国勢調査 

下図は、国土交通省が推計した令和 12（2030）年の将来の人口分布です。令和 12

（2030）年の人口は平成 27（2015）年から減少しますが、その分布は、おおむね変わら

ず、中山間地にも人口が分布し続けます。 

図表 9 令和 12（2030）年人口分布 

   
出典：国土交通省推計  
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（５） 小括 

 日常生活を送る上で必要な医療機関、商業施設などは南木曽駅周辺に立地しています。 

 より高度な医療サービスを受ける場合や買物の選択肢を増やすためには隣接する中津川

市の施設を利用する必要があります。 

 これにより町民は、南木曽駅周辺のほか、中津川市への移動をしていることが推測され、

町内の移動に加えて広域移動の手段を確保する必要があります。 

 南木曽駅周辺のほかに、5 つ谷筋に人口が分布しており、公共交通を効率的に運行しにく

い地勢です。 

 人口減少は今後も進みますが、人口分布は将来にわたり現状と同様であると予測されて

います。このことから今後も引き続き、現在と同様に谷筋の住民の移動に対応する公共

交通が必要になります。 
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３. 公共交通の運行状況 

（１） 南木曽町の公共交通網 

町内には、JR 東海が運行する鉄道（JR 中央本線）と町営のバスが 10 路線運行してい

ます（図表 10 参照）。バス交通は、路線バス（定時定路線のみ、定時定路線／予約型定

時定路の混合）、乗合タクシー（予約運行型定時定路線）、運賃が無料の通院送迎バス（予

約運行型定時定路線）の 3 種類からなります。 

これらのバスは合計 61 便運行しており、そのうち、朝夕の時間帯のうち、20 便は保育

園児の通園と小中学生の通学を担うスクール混乗便（「保神線」、「田立線（通学バス）」、

「通園・乗合タクシー」、「与川線」、「北部線」）となっています。なお、園児、小中学生

はスクール混乗便を無料で利用できます。 

残りの 40 便のうち 23 便が路線バス（「馬籠線」、「保神線」、「田立線（通院バス）」）と

して、15 便が乗合タクシー（「与川線」、「北部線」、「蘭線」、「広瀬線」）として、2 便が

無料で利用できる病院送迎バスとして、木曽病院まで運行しています。 

なお、園児、小中学生の通学利用者数は、すべての路線において把握できていません。

また、一般利用者数は、「田立線（通学バス）」において把握できていません。 

 

図表 10 南木曽町内の公共交通の一覧 

 

  

運賃

平日 休日 備考
園児・小中学

生の利用者数

一般

利用者数
運行費

鉄道 塩尻駅 中津川駅 - JR東海 毎日 22便 22便 距離制運賃 - - - -

中津川駅 塩尻駅 15便 15便 距離制運賃 - - - -

路線バス 馬籠 南木曽駅 定時定路線 おんたけ交通 毎日 5便 5便 区間料金

南木曽駅 馬籠 5便 5便

路線バス 保神 南木曽駅 定時定路線 おんたけ交通 毎日 7便 6便 平日朝の2便はスクール混乗便

南木曽駅 保神 6便 6便 平日夕方の2便はスクール混乗便

路線バス 田立駅 南木曽小学校 定時定路線 南木曽観光タクシー 平日 2便 - すべてスクール混乗便

南木曽小学校 元組パーキング 2便 - すべてスクール混乗便

路線バス 南木曽駅 坂下診療所 定時定路線 南木曽観光タクシー 平日 2便 -

坂下診療所 南木曽駅 2便 -

乗合タクシー 塚野集会所 田立保育園 定時定路線 南木曽観光タクシー 月～土 1便 1便 田立保育園の通園対応便

向粟畑集会所 田立駅 1便 1便

田立駅 田立駅 1便 1便

路線バス 向田 南木曽駅 定時定路線 南木曽観光タクシー 平日 2便 - すべてスクール混乗便

南木曽駅 向田 2便 - すべてスクール混乗便

乗合タクシー 向田 南木曽駅 予約運行型定時定路線 南木曽観光タクシー 月～土 4便 4便 平日午前中の1便が読書保育園への通園対応便

南木曽駅 向田 3便 3便

路線バス きこりの家 南木曽駅 定時定路線 おんたけ交通 平日 2便 - すべてスクール混乗便

南木曽駅 きこりの家 南木曽観光タクシー 2便 - すべてスクール混乗便

乗合タクシー きこりの家 南木曽駅 予約運行型定時定路線 南木曽観光タクシー 月～土 2便 2便 平日午前中の1便が読書保育園への通園対応便

南木曽駅 きこりの家 2便 2便

乗合タクシー 笠の家 尾越バス停 予約運行型定時定路線 南木曽観光タクシー 月～土 2便 2便

尾越バス停 笠の家 1便 1便

乗合タクシー 夏焼 本谷橋バス停 予約運行型定時定路線 南木曽観光タクシー 月～土 2便 2便

本谷橋バス停 夏焼 1便 1便

通院送迎バス 妻籠 木曽病院 南木曽観光タクシー 平日 無料

木曽病院 妻籠

南木曽

町

4条

1 JR東海

事業
主体

運行主体
（委託先）

運行日

運行本数
路線名／系統 起点 終点

根拠
条文

運行形態種別
データの有無

3 保神線

10

2 馬籠線

4
田立線

（通学バス）

広瀬線

6
通園・

乗合タクシー

7 与川線

5
田立線

（通院バス）
× 〇〇

〇

〇〇×

× 〇 〇

2便 -

大人300円

小学生100円

※保育園児、

小中学生が通

園対応便、ス

クール混乗便

を利用した場

合は無料

×

-

×

8 北部線

× × 〇

11 木曽病院線 予約運行型定時定路線

9 蘭線

〇 〇

〇〇×

-

JR
東海

- 〇 〇 -

〇

〇-×

× 〇 〇

× 〇 〇

×
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図表 11 南木曽町内の公共交通 

 

  

 

  

保神線

馬籠線

田立線（通学バス）

与川線

北部線

広瀬線

蘭線

通園・乗合タクシー

南木曽駅

田立線（通院バス）

病院送迎バス

坂下駅
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（２） 公共交通のカバー圏域 

公共交通の人口カバー圏域1率は 90.0％となっていますが、北部地区、田立地区の一部

に交通空白が見られます。 

 

図表 12 公共交通のカバー圏域 

 

 

 南木曽町 

全体 

鉄道 500m 

圏域 

バス 500m 

圏域 

鉄道 500ｍ 

+バス 500m 

圏域 
 割合  割合  割合 

人口（人） 4,308 814 18.9% 3,876 90.0% 3,877 90.0% 

面積（km²） 215.9 2.3 1.1% 32.1 6.6% 32.3 7.0% 

 

出典：人口：平成 27 年国勢調査、鉄道・バス路線・停留所：国土数値情報 
 

※人口はメッシュにより算出しているため、国勢調査等の統計と数値が必ずしも一致しない 

  

                                                   
1 人口カバー圏域：鉄道駅、バス停を中心として半径 500m 圏内 

交通空白がある所 北部地区 

田立地区 
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（３） 公共交通のサービスレベル 

公共交通を利用して、日常生活に必要な移動が可能か（サービスレベル）を評価しまし

た。評価したのは、蘇南高校への通学、篠崎医院、坂下診療所への通院、南木曽駅周辺で

の買物、中津川市（中津川駅周辺）での買物の 5 つの移動です。 

 

１) 蘇南高校への通学のサービスレベル 

下図は、蘇南高校へ通学する場合のサービスレベルを示したものです。以下の 3 つのレ

ベルに分けています。 

青：休日も登校して、18 時以降に帰宅ができる（休日も部活ができる） 

緑：平日であれば、18 時以降に帰宅できる（平日であれば、毎日、部活ができる） 

黄：平日、16 時以降 18 時までであれば帰宅できる 

赤：通学できない（8 時 50 分までに登校ができない、16 時以降帰宅ができない） 

田立地区からは路線バス（「田立線（通学バス）」、「田立線（通院バス）」「通園・乗合タ

クシー」）では蘇南高校へ通学することができません。ただし、JR 中央本線を利用するこ

とで通学が可能になっています。 

また、馬籠線沿線の一部地区においても、蘇南高校への通学ができません。ただし、妻

籠地区においては現時点において高校生が居住していないため、影響が出ていません。Ｐ 

保神線について休日の部活にも対応しています。与川線、北部線、蘭線は平日の通学に

対応しています。 

図表 13 蘇南高校への通学のサービスレベル 

  

南木曽駅

田立駅

蘇南高校

蘇南高校への通学

十二兼駅

文

分類 休日部活可 部活可 通学可能 通学不可
凡例
運行 休日 平日毎日 平日毎日 平日毎日
到着 8:50頃 7:30頃まで 8:50頃まで 始業後
帰宅便 18:00以降 18:00以降 16:00以降 16:00まで

北部線 ○

与川線 ○
田立線 ○
馬籠線 ○
保神線 ○
蘭線 ○
広瀬線 ○

田立地区においては JR を使

うことで通学は可能 
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２) 篠崎医院への通院のサービスレベル 

下図は、篠崎医院への通院移動のサービスレベルを示したものです。診療時間を 60 分

と設定し、以下の 3 つのレベルに分けています。 

青：毎日、朝、自宅を出発し、診察を終え、正午までに帰路につくことが可能 

緑：毎日通院できるが、帰路につくのは午後になってしまう 

赤：毎日通院できない 

全ての路線で高いサービスレベルとなっています。保神線は正午までに帰路につくこと

ができます。そのほかの路線については、帰路につくのが午後になりますが、通院するこ

とができます。 

 

図表 14 篠崎医院への通院のサービスレベル 

 

 

  

南木曽駅

田立駅

篠崎医院

篠崎医院への通院

十二兼駅

分類 半日受診 一日受診 曜日限定受診

凡例
運行 平日毎日 平日毎日 曜日限定
到着 午前 午前 午前
帰宅便 午前 午後 午後

北部線 ○

与川線 ○
田立線 ○
馬籠線 ○
保神線 ○
蘭線 ○
広瀬線 ○
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３) 坂下診療所への通院のサービスレベル 

下図は、坂下診療所への通院移動のサービスレベルを示したものです。診療時間を 60

分と設定し、以下の 3 つのレベルに分けています。 

青：毎日、朝、自宅を出発し、診察を終え、正午までに帰路につくことが可能 

緑：毎日通院できるが、帰路につくのは午後になってしまう 

赤：毎日通院できない 

全ての路線で高いサービスレベルとなっています。与川線と田立線は正午までに帰路に

つくことができます。そのほかの路線については、帰路につくのが午後になりますが、通

院することができます。 

 

図表 15 坂下診療所への通院のサービスレベル 

 

 

  

田立駅

坂下診療所

坂下診療所への通院

十二兼駅

坂下駅

南木曽駅

分類 半日受診 一日受診 曜日限定受診

凡例
運行 平日毎日 平日毎日 曜日限定
到着 午前 午前 午前
帰宅便 午前 午後 午後

北部線 ○

与川線 ○
田立線 ○
馬籠線 ○
保神線 ○
蘭線 ○
広瀬線 ○
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４) 南木曽駅周辺の商業施設での買物移動のサービスレベル 

下図は、南木曽駅周辺の商業施設への買物移動のサービスレベルを示したものです。買

物時間を 30 分と設定し、以下の 3 つのレベルに分けています。 

青：休日も含めて毎日買物ができる 

緑：平日のみ買い物ができ、1 日に 2 回以上の移動機会がある 

黄：平日のみ買い物ができ、1 日に 1 回の移動機会がある 

赤：曜日限定で買い物ができる 

すべての路線で高いサービスレベルとなっています。田立線のみ休日の買物移動に対応

していませんが、その他の路線では休日も含めて毎日買物ができます。 

 

図表 16 南木曽駅周辺の商業施設への買物移動のサービスレベル 

 

  

田立駅

南木曽駅周辺への買物

十二兼駅

坂下駅

南木曽駅

南木曽駅周辺の
商業施設

商

一日二回 一日一回
凡例
運行 毎日 平日毎日 平日毎日 平日運休有

到着 午前 午前 午前
帰宅便 午後 午前 午後

北部線 ○

与川線 ○
田立線 ○
馬籠線 ○
保神線 ○
蘭線 ○
広瀬線 ○

休日・平日可
平日可

曜日限定分類
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５) 中津川市（中津川駅周辺）の商業施設での買物移動のサービスレベル 

下図は、中津川市（中津川駅周辺）の商業施設への買物移動のサービスレベルを示した

ものです。買物時間を 30 分と設定し、以下の 3 つのレベルに分けています。 

青：休日も含めて毎日買物ができる 

緑：平日のみ買い物ができ、1 日に 2 回以上の移動機会がある 

黄：平日のみ買い物ができ、1 日に 1 回の移動機会がある 

赤：曜日限定で買い物ができる 

JR 中央線への乗り継ぎが必要ですが、すべての路線で高いサービスレベルとなってい

ます。田立線のみ休日の買物移動に対応していませんが、その他の路線では休日も含めて

毎日買物ができます。 

 

図表 17 中津川市（中津川駅周辺）の商業施設への買物移動のサービスレベル 

 

 

 

  

田立駅

中津川市（中津川駅周辺）への買物

十二兼駅

坂下駅

南木曽駅

中津川市の
商業施設

商

一日二回 一日一回
凡例
運行 毎日 平日毎日 平日毎日 平日運休有

到着 午前 午前 午前
帰宅便 午後 午前 午後

北部線 ○

与川線 ○
田立線 ○
馬籠線 ○
保神線 ○
蘭線 ○
広瀬線 ○

分類 休日・平日可
平日可

曜日限定
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（４） バス交通の利用者数 

１) バス交通全体の利用者数 

路線バス、乗合タクシー、病院送迎バスの利用者数をまとめます。なお、園児、小中学

生の利用者数は把握されていないため、一般利用者数だけを集計しています。また、予約

運行型定時定路線の利用者数が便別に分けられていないため、1 便当りの利用者数は算出

しないものとします。 

図表 18 に示すように、バス交通の利用者数のほとんどは路線バスの利用者が占めてい

ます。全利用者数は平成 30 年度まで増加傾向でしたが、令和元年度に微減、令和 2 年度

には新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、令和元年の 65,585 人から 24,756 人と

62.3％も減少しています。 

路線バスの利用者数をみると、平成 30 年度まで増加傾向、令和元年度に微減、令和 2

年度には新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、大きく減少し、24,149 人

（40,868 人減、-62.9％）となっています。 

乗合タクシーの利用者数は毎年度全利用者数の 1.0％前後と非常に少ない状況で、600

人台後半で推移してきましたが、令和元年に 100 人近く減少し、令和 2 年度には 455 人

（113 人減、-19.9％）となっています。 

病院送迎バスは令和 2 年 10 月から運行を開始しており、半年間で 152 人の利用があり

ました。 

 

図表 18 バス交通全体の利用者数の推移 

  

 

  

59,066 59,495 65,427 65,017 

24,149 

695 697
642 568

455

152

59,761 
60,192 

66,069 65,585 

24,756 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（人）

路線バスの一般利用者数 乗合タクシーの一般利用者数 病院送迎バス

-40,829 人 

（-62.3％） 
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一般利用者の利用者数をスクール混乗便とそれ以外に分けてみると、スクール混乗便の

利用者数は非常に少なく、令和元年度で 2,896 人（全体の 4.4％）、令和 2 年度は 3,038 人

となっています。スクール混乗便は実質的にスクールバスとして利用されていることがわ

かります。 

 

図表 19 スクール混乗便とそれ以外の利用者数の推移 

 

 

※スクール混乗便は、図表 10 に示した通り 15 便あるが、ここでは利用者を把握できている保神線の朝の 2 便、与川線

（路線バス）4 便、北部線（路線バス）4 便を集計対象とした。 

 

  

56,262 56,555 
62,522 62,687 

21,720 

3,499 
3,635 

3,549 2,896 

3,038 

59,761 60,190 
66,071 65,583 

24,758 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（人）

スクール混乗便以外の一般利用者数 スクール混乗便の一般利用者数
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２) 路線別利用者数 

利用者数を把握している路線の利用者数を図表 20～図表 25 に示します。なお、一部の

路線においてはスクール混乗便を運行していますが、園児・小中学生は利用者数に含まれ

ていません。また、1 便あたり利用者数を算出するための運行日数は令和 2 年度の運行設

定から定めています。 

 

(ア) 馬籠線 

馬籠線は観光客利用が主な路線です。令和元年度まで利用者数が増加傾向で、令和元年

度には 37,986 人でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和 2 年度に大き

く減少し、8,043 人となっています。1 便あたりの利用者数も令和元年度の 12.8 人/便から

大きく減少し令和 2 年度には 2.7 人/便となっています。 

図表 20 馬籠線の利用者数の推移 

  
※馬籠線は路線バスのみの運行となっている 

(イ) 保神線 

保神線は町民にも観光客にも利用されている路線です。令和元年度まで 21,000 人前後

で推移していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和 2 年度に大きく減

少し、11,456 人となっています。1 便あたりの利用者数も令和元年度の 5.7 人/便から大き

く減少し令和 2 年度には 3.1 人/便となっています。 

図表 21 保神線の利用者数の推移 

 
※保神線は路線バスのみの運行となっている  

30,503 31,138 

37,360 37,986 

8,043 

10.3 

8.6 

12.6 12.8 

2.7 

0

5

10

15
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（人）

利用者数 1便あたり利用者数

（人/便）

21,326 
20,625 21,147 20,823 

11,456 5.9 5.7 5.8 5.7 

3.1 

0

2

4

6

8

10

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（人）

利用者数 1便あたり利用者数

（人/便）

-29,943 人 

（-78.8％） 

-9,367 人 

（-45.0％） 
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(ウ)田立線（通院バス） 

田立線（通院バス）は主に坂下診療所への通院に利用されていています。平成 29 年度

をピークに利用者数は減少傾向で、令和 2 年度の利用者数は 4,520 人となっています。1

便あたりの利用者数も平成 29年度の 7.3人/便から減少が続いており、令和 2年度には 4.7

人/便となっています。 

 

図表 22 田立線の利用者数の推移 

 

※田立線（通院バス）は路線バスのみの運行となっている 

 

(エ)通園・乗合タクシー 

通園・乗合タクシーは、令和元年度まで利用者が増加基調でしたが、令和 2 年度に減少

に転じ、155 人となっています。 

 

図表 23 通園・乗合タクシーの利用者数の推移 

 

※通園・乗合タクシーは乗合タクシーのみの運行となっている 

 

  

6,594 

7,150 

6,528 

5,868 

4,520 
6.8 

7.3 
6.7 

6.1 

4.7 

0

3
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（人）

利用者数 1便あたり利用者数

（人/便）

107 176 
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0

200
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1,000
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（人）

-1,348 人 
（-23.0％） 

-33 人 

（-17.6％） 
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(オ)与川線 

与川線の利用者数は平成 28 年度以降、減少傾向が続いており、令和 2 年度は 373 人と

なっています。路線バスの利用者数の減少が大きく、令和 2 年度は 130 人と平成 28 年度

の 5 分の 1 となっています。乗合タクシーも利用者数が減少しており、令和 2 年度は 243

人と平成 28 年度の半数未満となっています。 

 

図表 24 与川線の利用者数の推移 

 

 

(カ)北部線 

北部線の利用者数は平成 28 年度以降、減少傾向が続いていましたが、令和 2 年度に微

増し 57 人となっています。路線バスの利用者は小中学生に限られており、一般利用者は

ほとんどいません。乗合タクシーの利用者数は平成 28 年度以降、減少傾向が続いていま

したが、令和 2 年度に微増し、57 人となっています。 

 

図表 25 北部線の利用者数の推移 
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（５） バス交通の運行費用 

１) 運行費用の推移 

バス交通の運行に係る費用の総額は 6,000 万円前後で推移しています。新型コロナウイ

ルス感染症拡大を受け馬籠線の運行便数を減らしたことで、令和 2 年度の運行費用は

5,744 万円となっています。 

運行費用の内訳は、スクール混乗便の運行経費は 2,700 万円前後、それ以外の便の運行

費用は 3,400 万円前後で推移しています。 

 

図表 26 バス交通の運行費用の推移 

 

 

２) スクール混乗便以外の便の収支の推移 

路線バス、乗合タクシー運賃収入は馬籠線の利用の増加に伴い、令和元年度まで増加し

ていましたが、令和 2 年度には大きく減少し、763 万円となっています。この結果、公的

負担額が大きく増加し 2,354 万円になっています。 

収支率も馬籠線の利用の増加に伴い令和元年度まで上昇していましたが、令和 2 年度に

は大きく低下し 24.5％となっています。 

なお、この数字はスクール混乗便の一般利用者の運賃収入を含めたものとなっています。

また、病院送迎バスは運賃無料のため、集計には含めません。 

 

図表 27 スクール混乗便以外の運賃収入、収支率の推移 
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３) スクール混乗便以外の利用者 1人あたりの運行費用 

令和元年度まで利用者数が多かったことから、スクール混乗便以外の 1 人あたりの運行

費用は 550 円/人未満（平成 30 年度、令和元年度）と非常に安価になっていました。しか

し、令和 2 年度に利用者数が減少したことで 1 人あたりの運行費用は大きく増加し、

1,434.8 円/人となっています。 

このことは観光利用が地域公共交通を支えていたことを示しています。 

 

図表 28 スクール混乗便以外の利用者 1 人あたりの運行費用の推移 

 

 

（６） 小括 

 町内では JR 東海が運行する鉄道と路線バス（定時定路線のみ、定時定路線/予約運行型

定時定路線混合）、乗合タクシー（予約運行型定時定路線）、運賃が無料の通院送迎バス

（予約運行型定時定路線）が運行しています。 

 これらの公共交通網の人口カバー率は 90.0％で、ほぼ町の全域をカバーできています。 

 北部地区、田立地区の一部に交通空白が見られます。 

 現行の公共交通は、蘇南高校への通学、篠崎医院・坂下診療所への通院、南木曽駅周辺

の商業施設への移動が可能なサービスレベルが提供されています。 

 バス交通の利用者数は令和元年度まで増加傾向でしたが、新型コロナウイルス感染症の

影響を受け、観光客が激減したことにより、令和 2 年度は前年比-62.3％となっています。 

 主に住民が利用している「田立線（通院バス）」、「通園・乗合タクシー」、「与川線（予約

運行型定時定路線）」、「北部線（予約運行型定時定路線）」においても近年、減少傾向に

あります。 

 スクール混乗便を利用する一般利用者数は非常に少なく、スクール混乗便は実質的にス

クールバスとして利用されています。 

 公共交通の運行にかかる町の支出額は 6,000万円前後（スクール混乗便 2,700万円前後、

それ以外の便で 3,400 万円前後）となっています。 

 主に路線バスの運賃収入は馬籠線の利用の増加に伴い、令和元年度まで増加していまし

たが、令和 2 年度には大きく減少し、763 万円となっています。収支率も大きく低下し

24.5％となっています。1 人あたりの運行費用は増加し、1,438.8 円/人となっています。  
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４. 住民の移動実態 

本節では、木曽地域振興局が実施した「木曽郡 6町村における移動と公共交通に関する意識アン

ケート調査」から南木曽町の住民の移動実態を整理します。 

なお、南木曽町町民に対する調査の実施概要を図表 29 に示します。 

 

図表 29 移動と公共交通に関する意識アンケート調査（南木曽町分）の実施概要 

調 査 対 象 ： 
配 布 数 ： 

 

配布・回収方法： 
回 答 期 間 ： 

回答件数： 

回答者数： 

満 15 歳以上の南木曽町の在住者 
1,100 世帯 
※調査票は 1 世帯あたり 4 名回答できるものとした。 
郵送による配布・回収 
令和 3 年 8 月 26 日～9 月 12 日 

462 件（回答率 42.3％） 

918 人 
 

 

（１） 住民の全体移動 

１) 移動目的別定期的な移動の有無 

住民の定期的な移動の有無を移動目的別にみると、通勤・通学は 47.3％、通院では

56.4％、買物は 71.6％、土日祝日移動では 27.1％となっています。 

 

図表 30 移動目的別定期的な移動の有無 
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土日祝日移動（ｎ＝918)

定期的な移動がある ない 無回答
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２) 移動目的別移動先 

住民の主な移動先は、中津川市が 51.1％、町内が 36.3％、木曽町方面（大桑村、木曽

町、上松町、王滝村）は 9.8％となっています（※）。 

移動先を目的別にみると、通勤は南木曽町がもっとも多く、中津川市、大桑村が続きま

す。通学は南木曽町、木曽町が多くなっています。通院と買物と土日祝日の移動は中津川

市がもっとも多く、南木曽町、大桑村と続きます。 

 

図表 31 移動目的別移動先 

市町村 通勤 通学 通院 買物 土日祝 合計 割合 

南木曽町 205 8 109 171 39 532 36.3% 

中津川市 94 1 165 356 132 748 51.1% 

大桑村 33 0 26 36 8 103 

9.8％ 
木曽町 5 7 10 2 4 28 

上松町 8 0 1 1 1 11 

王滝村 0 0 1 0 0 1 

松本・塩尻方面 0 2 3 6 4 15 1.0% 

飯田方面 3 0 2 18 4 27 1.8% 

その他 11 3 9 2 9 34 2.3% 

合計 348 18 317 590 192 1,465 100.0% 

 

※ここでは便宜的に行き先別に回答者数を行きトリップ（移動回数）とした。なお、回答に

おいてはトリップが発生した期間を定めなかったため、どの期間内に発生したトリップか

定かでない。 

 

３) 移動目的別移動手段 

主な交通手段はどの移動も「自家用車等」がもっとも多くなっています。「公共交通」

（JR 中央線、路線バス、乗合タクシー）は、通勤・通学、通院でわずかに利用がみられ

ます。 

図表 32 移動目的別移動手段 
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（２） 交通弱者の移動 

１) 交通弱者の割合 

自由に利用できる移動手段を持たない者を交通弱者とします。 

南木曽町における交通弱者の割合は 21.9％です。年代別にみると、学生が含まれる 15

～24 歳、75 歳以上では全体よりも交通弱者の割合が高くなっています。 

図表 33 交通弱者の割合 

  度数 割合 
交通弱者 199 21.9% 
非交通弱者 709 78.1% 
合計 908 100.0% 

図表 34 年代別交通弱者の割合 

 

 

２) 交通弱者の移動 

定期的な移動の有無を移動目的別にみると、通勤では 30.0％、通学は 87.5％、通院で

は 78.4％、買物は 51.8％、土日祝日移動では 14.1％となっています。 

図表 35 移動目的別定期的な移動の有無（交通弱者のみ） 
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３) 交通弱者の移動先 

交通弱者の主な移動先は、中津川市が 48.9％、町内が 37.7％、木曽町方面（大桑村、

木曽町、上松町、王滝村）が 10.0％となっています。住民全体の移動と概ね同様の傾向を

示しています。 

移動先を目的別にみると、通勤は中津川市が多くなっています。通学は南木曽町、木曽

町が多くなっています。通院と買物は中津川市がもっとも多く、南木曽町、大桑村と続き

ます。土日祝日の移動は中津川市がもっとも多く、南木曽町、木曽町と続きます。 

 

図表 36 移動目的別移動先（交通弱者のみ） 

市町村 通勤 通学 通院 買物 土日祝 合計 割合 

南木曽町 1 6 34 41 5 87 37.7% 

中津川市 2 1 50 44 16 113 48.9% 

大桑村 0 0 9 3 0 12 

10.0％ 
木曽町 0 5 2 0 2 9 

王滝村 0 0 1 0 0 1 

上松町 0 0 1 0 0 1 

松本・塩尻方面 0 1 0 2 0 3 1.3% 

その他 0 1 4 0 0 5 2.2% 

合計 3 14 101 90 23 231 100.0% 

 

 

４) 交通弱者の移動手段 

主な移動手段は通院、買物、土日祝日移動では「家族送迎」がもっとも多くなっていま

す。「公共交通」の利用は、通院で 20.2％、買物では 6.6％、土日祝日移動は 31.6％です。 

 

図表 37 移動目的別移動手段（交通弱者のみ） 
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（３） 運転免許の保有と返納に対する意識 

１) 運転免許保有率 

南木曽町における運転免許の保有率は 80.9％です。年代別にみると 65 歳以上から保有

率は低下し、85 歳以上では 16.5％となっています。一方、年代があがるごとに「返納し

た」「失効した」「取得したことがない」が上昇しています。 

 

図表 38 運転免許の保有率 

 

 

２) 運転免許の返納意向 

75 歳以上の運転免許保有者の返納意向は「今後、3 年以降に返納しようと思う」が

7.3％、「いつかは返納しようと思う」が 70.0％、「返納したいができない」が 13.6％、「生

涯返納するつもりはない」が 9.1％です。年代別にみると、80 歳以上で「今後、3 年以降

に返納しようと思う」割合が上昇しています。一方、「返納したいができない」、「生涯返

納するつもりはない」を合わせた割合は年代が上がってもほぼ変わりません。 

 

図表 39 運転免許の返納意向（75 歳以上の運転免許保有者のみ） 
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３) 運転免許を返納できない理由 

「返納したいができない」、「生涯返納するつもりはない」と回答した理由としては「公

共交通では生活できないから」が 64.3％ともっとも多くなっています。 

 

図表 40 運転免許を返納できない理由 

（「返納したいができない」、「生涯返納するつもりはない」と回答した人のみ） 

 

 

（４） 公共交通が対応するべき移動 

公共交通が対応すべきと考える移動でもっとも多いのは「高齢者の通院」で、「高齢者

の買物移動」が続いています。 

図表 41 公共交通が対応すべき移動 
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（５） 小括 

 町民の移動先は、大きく中津川市（51.1％のトリップ）、町内（36.3％のトリップ）、大桑

村・木曽町方面（9.8％のトリップ）の３つに大きく分類できます。 

 自家用車など自分が自由に移動できる手段を持たない交通弱者の割合は 21.9％になります。 

 交通弱者は「家族送迎」への依存度が高く、通院では 69.7％、買物では 71.1％が家族送

迎に頼っている状況です。 

 一方、公共交通の利用率は通院で 20.2％、買物で 6.6％となっています。 

 運転免許保有者のうち「３年以内に免許を返納しよう」と思っているのは 80～84 歳で

10.8％、85 歳以上で 18.2％です。ただし、「いつかは返納しようと思っている」高齢者

は、全体で 70.0％存在しており、免許返納への意向は高いと言えます。 

 

５. 観光客の入込み数 

観光客の入込み数は平成 28 年から令和元年まで増加傾向でしたが、新型コロナウイルス感染症

の影響をうけ、令和 2 年には大きく減少しています。 

観光地別にみると多くの入込があった妻籠宿、南木曽温泉郷は令和元年から令和 2年でほぼ半減

しています。 

新型コロナウイルス感染症拡大以前は、多くの訪日外国人観光客が路線バスを利用していまし

た。訪日外国人観光客の減少は、利用が多かった馬籠線、保神線に影響を与えたと考えられます。 

 

図表 42 観光入込客数の推移 
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６. 現状と課題のまとめ 

（１） 地勢と施設の分布 

 町内には高校、医療機関、商業施設があり、生活は概ね町内で完結しますが、より多様な

生活関連サービスを受けるために、中津川市への移動が必要になります。 

 南木曽町は、南木曽駅周辺の河岸段丘と５つの谷筋で形成され、道路網を整備することが

難しい地形です。加えて、木曽川を挟んで町域が二分され、渡河位置などが限られるため、

効率的に公共交通を運行することが難しい地域です。 

 このような地勢であるため、移動には自家用車が欠かせず、多くの町民が自家用車で移動

をしています。 

 

（２） 人口分布と今後の見込み 

 人口は南木曽駅周辺に集積が見られますが、谷筋の集落にも薄く広く分布しています。 

 今後、人口減少が進んでもこの人口分布は変わらないと推計されています。このため、人

口減少にともない移動量は減少するものの、交通弱者の自立した生活を確保していくため

には公共交通を維持していくことが求められます。 

 

（３） バス交通の状況と課題 

１) バス交通の構造 

 町では路線バス（定時定路線のみ、定時定路線／予約型定時定路の混合）、乗合タクシー

（予約運行型定時定路線）、運賃が無料の通院送迎バス（予約運行型定時定路線）の３種

類のバスが合計 10 路線、60 便運行しています。 

 これらのバスにはスクール混乗便が 20 便含まれています。 

 スクール混乗便では一般利用者があまり利用していない状況です。 

 公共交通の人口カバー率は 90.0％となっており、ほぼ交通空白はありません。 

 また、町民の移動ニーズに合わせた運行経路が設計されており、公共交通を利用して生活

を送ることができるようになっています。 

 

２) 路線バス（定時定路線のみ、定時定路線／予約型定時定路の混合）の状況 

 路線バス（定時定路線のみ、定時定路線／予約型定時定路の混合）は、「馬籠線」、「保神

線」、「田立線（通学バス）」、「田立線（通院バス）」、「与川線」、「北部線」の６路線からな

ります。 

 訪日外国人観光客の増加に伴い、観光の移動需要に対応する「馬籠線」、「保神線」の利用

者数は増加していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、令和２年度に

利用者数は大きく減少しています。 

 これに伴い、収支率が悪化しています。 

 坂下診療所への通院に対応する「田立線（通院バス）」は利用者数の減少が続いています。 

 与川線の利用者は平成 28年度と比較し 1/3 程度と大きく減少しています。 

 北部線の利用は非常に低調で、抜本的な見直しが必要な状態です。 

 予約運行型定時定路線の便については、前日 17 時までに事前予約をしなくてはならないこ

とや、予定の変更などに対応しづらいことなどが影響し、利用が低迷しています。 
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３) 乗合タクシー（予約運行型定時定路線）の状況 

 乗合タクシー（予約運行型定時定路線）は「通園・乗合タクシー」、「蘭線」、「広瀬線」の

３路線からなります。 

 利用者数が把握されていない状況ですが、もともと人口が少ない地域を運行していること

や運行便数が少ないこともあり、利用者数は低調だと推測されます。 

 前日 17時までに事前予約をしなくてはならないことや、予定の変更などに対応しづらいこ

となど、利用する際のハードルが高いことが一因にもなっていると考えられます。 

 

４) 運行経費の推移 

 令和２年度の公共交通の運行にかかる町の支出額は 5,744 万円となっています。 

 スクール混乗便にかかる運行経費は 2,628 万円、それ以外の便では 3,260 万円となってい

ます。 

 南木曽町の公共交通は、観光客の利用によって支えられています。スクール混乗便以外の

便では一人当り運行経費は令和元年度には 550 円/人を切っていましたが、観光利用が減少

した令和２年度では 1,434.8 円/人となっています。 

 

（４） 住民の移動実態 

 町民の移動先は、大きく中津川市（概ね 50％程度のトリップ）、町内（概ね 35％程度のト

リップ）、大桑村・木曽町方面（概ね 10％程度）の３つに大きく分類できます。 

 公共交通のサービスレベルとしては、高齢者の通院・買物移動と園児・小中高生の通学移

動にほぼ対応できるよう整備されています。 

 多くの町民が自家用車で移動しており、公共交通を必要とする交通弱者は一部です。 

 交通弱者は「家族送迎」への依存が高く、通院で 69.7％、買物で 71.1％が家族送迎による

移動となっています。 

 

（５） 免許返納に対する住民意識 

 75 歳以上の運転免許保有者のうち 70.0％が「いつかは免許を返納したい」と回答していま

す。また、「３年以内に返納したい」と考えている高齢者は 7.3％となり、75 歳以上の者の

約８割近くが免許を返納したいと考えています。 

 免許を返納しない理由としては「公共交通では生活できない」が多くなっています。 

 

 

（６） まとめ 

 南木曽町の地勢、施設分布などを踏まえると、生活していく上で自家用車が欠かせない状

況であり、かつ町全体として利便性の高い公共交通を整備することも難しいと言えます。 

 このため、現行の公共交通は住民の移動ニーズと適合している状態ですが、利用は低調で、

移動は主に自家用車で行われており、交通弱者も家族送迎により移動しているのが現状で

す。 

 今後、高齢者夫婦世帯や単身高齢者世帯の増加が予測される中、移動手段を他者に頼れな

い高齢者が一定数存在しつづけることが推測されます。 

 また、免許返納を考えている高齢者も７割近く存在しています。 

 このような交通弱者が生活していく上での足となる公共交通は、今後も欠かせないものと

いえます。 
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第2章 地域公共交通の基本方針 

１ 公共交通に対する基本的な考え方 

（１） 公共交通の位置づけと再整備の方針 

南木曽町の地勢や生活関連施設の分布状況などを踏まえると、南木曽町において生活していく

上で自家用車は生活必需品と言えます。このため、多くの住民は自家用車を使い、通勤や買物、

通院などを行っており、公共交通を必要としている住民はごくわずかと言えます。 

しかし、このような地勢だからこそ、自由に移動できる手段を持たない町民が自立して生活し

ていくために、公共交通は自家用車同様なくてはならない存在です。 

また、核家族化が進み高齢者夫婦世帯や単身高齢者世帯の増加が予測される中、現状において

公共交通の利用者数が少ないとしても南木曽町においては、公共交通の必要性、その存在意義は

これまで以上に重要になっていると言えます。 

以上を踏まえて、本計画においては、公共交通を主に交通弱者がその生活を行っていくために

必要な社会インフラとして公共交通を位置づけるものとし、再整備・維持を行います。なお、再

整備に当たっては、各バス路線において極力利便性を高め、公共交通を少しでも利用しやすくな

るよう工夫するものとします。 

 

 

 

 

 

なお、本計画における交通弱者は、「公共交通を無理なく利用できる者」と想定します。身体的

な理由等で公共交通を利用できない者については、住民課、南木曽町社会福祉協議会、地域のボ

ランティア団体等と連携し、福祉政策における移送サービスにより対応するものとします。 

 

（２） 公共交通が有すべき機能 

自由に使える移動手段を有しない園児、小中高校生、高齢者が日常生活を送る上で必須となる

地域内外への通学（通園）や通院、買物を行う際の足となる機能を公共交通に持たせます。 

なお、公共交通の再整備においては、利用者の利便性を高める運用を設計しますが、鉄道とバ

ス交通との競合は極力さけ、地域全体としての公共交通網を維持していくものとします。 

また、南木曽町は生活のための移動と観光のための移動のベクトルが一致しているという強み

を有しています。観光客が路線バスを利用することで公共交通の収支率が高い水準で保たれてい

ました。この強みは活かし続け、コロナ後の観光利用の回復を見据え、観光客の足となる機能も

公共交通に持たせます。 

 

  

●公共交通の位置づけ 

公共交通を主に交通弱者が自立した生活を送る上で必要な社会インフラとする 
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２ 公共交通の再整備・維持に関する方針 

（１） 再整備する公共交通体系 

公共交通を鉄道、路線バス、デマンドタクシー、少量輸送バス、病院送迎バスの５つに再編し、

それぞれ達成すべき機能・役割を図表 43 のように設定し、公共交通体系を再整備します。 

図表 43 公共交通の体系 

種別 利用者層 機能 

鉄道 住民、観光客 ・ 町外への広域的な移動を担う 

路線バス 

住
民 南木曽 

駅方面 
行き 

・ 高校生、高齢者の足として、各地区と南木曽駅およびその周辺の主
要施設を接続する 

・ 園児・小中学生の通学の足として、各地区とこども園、小中学校を
接続する 

・ 需要量に応じて運行形態を定時定路線から予約運行型定時定路線
に変更する 

坂下方面 
行き 

・ 高齢者の足として、南木曽駅から田立地区、坂下診療所を接続する 

観光客 ・ 観光客の足として、南木曽駅と妻籠宿、馬籠宿などを接続する 

デマンド 
タクシー 

住民 
・ 日中に発生する高齢者の移動に対応するため、一定の移動が見ら
れる地区と南木曽駅周辺を接続する 

少量輸送 
バス 

住民 
・ 日中に発生する高齢者の極めて少量の移動に対応する 
※利用が多ければデマンドタクシーに変更することも検討する 

病院 
送迎バス 

住民 ・ 高齢者の木曽病院、大桑村への極めて少量の通院移動に対応する 

 

    

南木曽駅

坂下駅

十二兼駅

馬籠宿

木地師の里

与川線
北部線

田立線

鉄道

路線バス
（住民の南木曽駅
方面移動に対応。
点線になってい
る蘭地区と広瀬
地区は予約運行
型定時定路線で
対応）

デマンド
運行エリア

鉄道駅

主な観光施設

保神線

馬籠線

妻籠宿
少量輸送バス

田立駅

病院送迎バス

路線バス
（観光客の移動に
対応）

路線バス
（住民の坂下方面
移動に対応）
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（２） 再整備する公共交通のサービスレベルの設定 

再整備する公共交通の最低限のサービスレベルを図表 44 のように設定します。 

 

図表 44 再整備する公共交通のサービスレベル 

 路線、地区 サービスレベル 

路
線
バ
ス 

与川線、 
北部線、 
保神線（住
民利用） 

 平日運行 
 7時台～8時台、15時台～17時台まで運行 
 １日４便以上運行 
 少なくとも１便は南木曽駅で坂下診療所へ向かう路線バスに接続する 
 保神線の蘭地区と広瀬地区については、予約運行型定時定路線で対応する 

田立線 
（住民利用） 

 平日運行 
 8時台～12時台まで運行 
 １日 2便以上運行 
 原則として、南木曽駅で他の路線バスと接続し、坂下診療所に向かう 

馬籠線、 
保神線 
（観光客 
利用） 

 原則として毎日運行 
 ８時台～17時台まで運行 
 １日４便以上運行 
 原則として、南木曽駅で鉄道に接続する 

デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー 

与川地区、 
北部地区、 

 平日運行 
 区域運行 
 9時台～14時台まで運行 
 １日 2便以上の運行 

少
量
輸
送 

バ
ス 

田立地区 

 平日運行 
 予約運行型定時定路線として運行 
 9時台～14時台まで運行 
 １日 2便以上の運行を設定するが、運行は予約があったときのみとする 
 南木曽駅周辺に接続する 

病
院
送
迎

バ
ス 病院送迎 

バス 

 平日運行 
 8時台～13時台まで運行 
 １日 2便以上の運行を設定するが、運行は予約があったときのみとする 
 原則として、南木曽駅で他の公共交通と接続する 

 

（３） 公共交通運行・維持の考え方 

公共交通を運行・維持していく上での基本的な考え方をまとめます。 

 

１) 住民の移動の集約化 

住民の移動目的、移動目的地は様々であり、それぞれに対応すると運行密度が低下し、不効

率な運行となります。公共交通の運行時間帯や便を整理し、移動（＝利用）を集約し、運行密

度を高めることで効率的な公共交通を実現します。 

一方、移動を集約しても、人口減少により路線バス、デマンドタクシーなど一般的なバス交

通で対応することが非常に不効率になる極少量の移動に対応する移動手段を検討します。 

 

２) スクール混乗の利用増加 

スクール混乗便は運行費用の半分近くを占めていますが、一般利用者が少ない状況です。通

園・通学への対応を維持しつつも、一般利用者を増加させることで収支率を向上させます。 
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また、データに基づいた見直しを検討できるように園児、小中学生の利用も含めた利用実績

を記録します。 

 

３) 観光利用の促進 

町の公共交通は観光客が利用することで一人当りの運行費用が安く抑えられています。観光

客の公共交通利用を促進し、運賃収入を増加させることで、収支率を向上させます。 

 

４) 相互理解の促進 

交通弱者の移動ニーズをより満たしつつ、観光客や一般の住民も利用できる公共交通を再整

備・維持していくためには、住民、運行に携わる交通事業者、行政、関係者などがお互いがそ

れぞれの背景・現状・意見を知りデータに基づいた建設的な議論を行うことが必要になります。

住民及び公共交通に関わる関係者に対して、適切な情報を、定期的に提供することを通じて、

相互理解を促し、健全な議論ができる土台を構築します。 

 

５) 新型コロナウイルス感染症対策の徹底 

南木曽町において公共交通を主に利用する者は高齢者や観光客になります。バス車内等にお

いて新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行うとともに、対策状況に対する情報発信を適

切に高齢者や観光客が安全に公共交通を利用できるようにします。 
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第3章 目標と事業 

基本方針をもとに公共交通の利用、収支・公費負担における目標とそれを達成するための事業を

示します。 

１. 目標 

（１） 公共交通の利用に関する目標 

図表 45 のとおり、公共交通の利用目標を設定します。 

図表 45 公共交通の利用に関する目標 

分類 指標 現状値   目標値（令和 8年度） 

路線バス 

① 
スクール混乗便の年間一般利用

者数 

568人 

（令和元年度） 

⇒ 

1,500人 

② 

観光客が利用する便の年間利用

者数 

（馬籠線とスクール混乗便を除い

た保神線の利用者数の合計） 

56,056 人 

（令和元年度） 
同程度 

路線バス、 

少量輸送バス 
③ 

年間利用者数 

（①、②、⑤の利用者数を除く） 

8,581人 

（令和元年度） 
同程度 

デマンドタクシ

ー 

④ デマンドタクシー実利用者数 － 32人 

⑤ デマンドタクシー年間利用者数 － 3,840人 

病院送迎バス ⑥ 年間利用者数（往路・復路別） 
 

（令和元年度） 
⇒ 同程度 

取得方法 
①～③運行事業者の利用実績報告による 

④、⑤、⑥運行事業者の利用実績報告をもっと元気に戦略室が集計する 

指標設定の 

考え方 

①一般利用者に対するスクール混乗便の利用促進を行い、利用者増加（＝運賃収入）の増加を図る。

利用促進の効果を把握するため、スクール混乗便の一般利用者数を目標に設定する 

②運行経費を抑制するため観光客の利用促進を行う。利用促進の効果を把握するため、観光客が利

用する便の利用者数を目標に設定する 

③交通弱者が公共交通を利用しているのかを確認するために路線バス、少量輸送バスの利用者数を

目標に設定する 

④⑤与川地区、北部地区の日中の公共交通を必要とする人に利用されているかを確認するため、利

用者数を目標に設定する 

⑥予約制の病院送迎バスは往復便のため、往復での利用を促し、効率化を図る。また、有料化による

影響を評価するため、年間利用者数（往路・復路別）を指標に設定する。 

目標値設定の 

考え方 

①スクール混乗便については一般利用者に対する利用促進を行い、4路線（「保神線」、「与川線」、

「北部線」、「田立線」）において 1日 1人ずつ（1年間で960人程度）利用者数を増加させる 

②観光客に対する利用促進を行い、観光客の利用を確保し、令和元年度の利用者数まで回復させる 

③路線再編による利便性向上、利用促進を行い、人口が減少する中でも令和元年度の利用者数まで

回復させる 

④人口とアンケート結果から与川地区、北部地区の交通弱者を推計した結果96人となった。このう

ち、7割が家族送迎に頼れるものとすると、3割にあたる32人が公共交通に頼らざるを得ない

人となる。この人たち利用できているかを確認する 

⑤④の実利用者が月 1回の通院と月4回の買物にデマンドタクシーを利用すると年間2,304回

の利用になる。これを目標値とする 

目標値＝32人×10回/月×12か月＝3,840人 

⑥人口減少、有料化により増加は見込めないため、同程度の維持を目標とする。 
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（２） 公共交通の収支及び公的負担に関する目標値 

図表 46 のとおり、公共交通の収支、公的負担に関する目標を設定します。 

 

図表 46 公共交通の収支、公的負担に関する目標値 

指標 現状値  目標値（令和 8年度） 

① 
スクール混乗便の公的負担額 

（＝公共交通運行費用-運賃収入） 

2,594万円 

（令和元年度） 
⇒ 

2,594万円以下 

② 
スクール混乗便以外の公的負担額 

（＝公共交通運行費用-運賃収入） 

944万円 

（令和元年度） 
944万円以下 

取得方法 もっと元気に戦略室による集計 

指標設定 

の考え方 

①スクール混乗便は園児、小中学生の通学に不可欠な公共交通である。しかし、園児、小中

学生の人口が減少する中、園児、小中学生の利用は減少し、不効率な運行となることが予

想される。今後も引き続き、スクール混乗便を維持するために一般利用者を増加させ、公

的負担額の抑制を図る 

②再編、見直しを行い、公共交通に係る費用を増加させず、運賃収入を増加させることで公

的負担額の抑制を図り、公共交通を維持する。 

目標値設定

の考え方 

①現状以下を目指す 

②再編、見直しを行っても令和元年度の運行経費、公的負担額を下回ることを目標とする 
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２. 目標を達成するために行う事業 

（１） 事業の一覧 

本計画において実施する事業を示します。事業は目標に従って、地域公共交通網の再構

築・運行、利便性の向上、利用促進からなります。また、これらの事業が着実に実施され

成果が現れているかを評価・検証するものとします。 

 

図表 47 計画における目標と事業の対応 

施策 事業 主な内容 

1) 

公共交通網

の再構築･

運行 

(ア)公共交通再編事業 路線バス、乗合タクシー再編 

（イ）路線維持・運行事業 路線バス、乗合タクシーの維持・運行 

(ウ)新型コロナウイルス 

感染症対策の徹底 

(a)バス車内等におけるコロナ対策の実施 

(b)感染対策状況／混雑状況に関する情報発信 

2) 

極少量移動

などに対応

する運行 

方法の検討 

(ア)グループタクシーの実証実験 

(イ)福祉団体と連携した移送サービスの充実 

3） 

啓発・ 

利用促進の

実施 

(ア)公共交通に関する 

町民への情報発信 

●町民の協力意向の醸成 

(a)公共交通の現状に対する広報等で情報提供 

(b)住民懇談会における議題化／協力意識の醸成 

（イ） 

交通弱者や交通弱者 

予 備 軍 に 対 す る 

利用促進 

●交通弱者の利用促進事業 

(a)交通弱者専用の時刻表（おでかけレシピ等）の作成 

(b)家族送迎からの利用転換を促すお試し乗車券の検討 

(c)お帰りチケットの検討 

(d)高校生の通学利用の促進 

●高齢者等に対する自家用車からの利用転換事業 

(a)高齢者に対する運賃割引制度の検討 

(b)バスの乗り方教室等の開催 

●スクール混乗便の利用促進事業 

(a)スクール混乗便の活用例の作成／配布 

(b)スクール混乗便利用促進運賃の検討 

(ウ) 

観光客に対する情報発

信、利用促進 

●観光客に対する発地での情報提供 

(a)経路検索サービスでの情報提供 

(b)コロナ対策／混雑状況等の情報発信（再掲） 

(c)キャッシュレス決済等新しい支払方法の導入検討 

(d)観光関連施設と連携した公共交通の利用促進 

4） 

公共交通の

評価・見直し

の実施 

（ア）公共交通の運行状況の詳細な把握と評価 

（イ）公共交通の定期的な運行見直し 
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（２） 事業の内容 

１) 公共交通網の再構築･運行 

(ア)公共交通再編事業 

図表 48 に公共交通再編事業の内容を記載します。 

図表 48 再編事業内容 

路線 現行の運行と課題 再編内容 

与川線 【現行の運行】 

 月～土曜、6時台～17時台に 11便運行 

（定時定路線5便、予約運行型定時定路線6便） 

【課題】 

 一般利用者が少ない 

 小中学生の利用も少ない 

 路線バスとデマンドタクシーを組み

合わせた運行を検討する 

 地域の実情に合わせて、車両の小

型化を検討する 

北部線 【現行の運行】 

 月～土曜、7時台～17時台に 9便運行 

（定時定路線5便、予約運行型定時定路線4便） 

【課題】 

 一般利用者が少ない 

 路線バスとデマンドタクシーを組み

合わせた運行を検討する 

 運行ルートを見直し、より利用しや

すい運行とする 

通園 

乗合 

タクシー 

【現行の運行】 

 月～土曜、7時台～11 時台に 3便運行 

（予約運行型定時定路線3便） 

【課題】 

 一般利用者が少ない 

 運行方法、運行ルートを見直し、田

立地区の住民の移動にあわせた運

行とする 

田立線 

（通院 

バス） 

【現行の運行】 

 平日8時台～11時台に 4便運行 

（定時定路線4便） 

【課題】 

 利用者数が減少している 

 ルートを見直し、より多くの目的地

に接続できるようにすることを検

討する 

蘭線 【現行の運行】 

 月～土曜、7時台～13時台に 3便運行 

（予約運行型定時定路線3便） 

【課題】 

 一般利用者が少ない 

 運行方法を少量輸送バスに切り替

えることを検討する。乗り継ぎを不

要とし、利便性を向上させる 

 利用が多ければデマンドタクシー

への切り替えも検討する 

広瀬線 【現行の運行】 

 月～土曜、7時台～13時台に 3便運行 

（予約運行型定時定路線3便） 

【課題】 

 一般利用者が少ない 

 運行方法を予約型路線バスに切り

替えることを検討する。乗り継ぎを

不要とし、利便性を向上させる 

 利用が多ければデマンドタクシー

への切り替えも検討する 

木曽 

病院線 

【現行の運行】 

 乗合タクシーとして、平日、8時台～11時台に2便

運行 

【課題】 

 一般利用者のニーズに対応できていない 

 大桑駅付近の医療機関へも通院で

きるように運行ルートの変更を検

討する 

 有料化を検討する 

 

実施予定 令和4年度より検討をはじめ、令和4年 10月から順次路線再編を行う 

実施主体 南木曽町、おんたけ交通、南木曽観光タクシー 
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(イ)路線維持・運行事業 

図表 49 に維持・運行事業の内容を示します。これらの路線は基本的には現在の運行を

維持し、評価結果を受けて適宜見直しを行います。 

 

図表 49 維持・運行事業内容 

路線 運行内容 備考 

馬籠線  毎日、8 時台～17

時台に 11便運行 

 南木曽駅での鉄道、路線バスとの乗継を確保する 

 運行費用が大きく増加しない範囲で利便性の向上を図る 

保神線  毎日、6 時台～18

時台に 13便運行 

 南木曽駅での鉄道、路線バスとの乗継を確保する 

 運行費用が大きく増加しない範囲で利便性の向上を図る 

 

以下の路線は、各地区から南木曽駅等へ接続することにより、交通不便者の生活に不可

欠な移動を確保するためのフィーダー路線2として位置づけられます。利用促進を図りま

すが、少量の移動に対応する路線のため、町や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難

しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 

 

図表 50 フィーダー補助を受ける路線及び経費の負担割合 

路線名 経費の負担割合 

与川線 

北部線 

田立線 

保神線 

木曽病院線（有料化後） 

国１/２ 

※国補助で補填されない額は、町が負担 

 

 

(ウ)新型コロナウイルス感染症対策の徹底 

（a） バス車内等におけるコロナ対策の実施 

乗務員の感染予防としてマスク着用の徹底、始業時の検温等による体調管理を行いま

す。また、停留所でのドア開放や空調等による車内換気、消毒用アルコール等の設置、拭

き取りによる車内消毒等を徹底し、車内の衛生環境を整備します。加えて、利用者に対し

ては、車内でのマスク着用、咳エチケットの徹底、会話を控えることなどの感染予防対策

への協力を車内案内や掲示、ホームページで呼びかけます。 

 

実施予定 随時実施 

実施主体 おんたけ交通、南木曽観光タクシー 

 

  

                                                   
2 フィーダー路線：バス停、鉄道駅等において、地域間交通ネットワーク（複数の市町村をまたがる公共交通）と接

続する路線のこと。 
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（b） 感染対策状況／混雑状況に関する情報発信 

町の WEB サイトなどで、上記(a)で実施する感染対策の状況や利用者が多い便を知らせ

ることで、住民や観光客に公共交通を安心して利用できることを周知します。 

 

実施予定 随時実施 

実施主体 南木曽町、観光協会、おんたけ交通、南木曽観光タクシー 

 

 

２) 極少量移動等に対応する運行方法の検討 

図表 51 事業例（山口市）   

(ア)グループタクシーの実証実験 

人口減少がさらに進むと、現行の公共交通でも対

応できない極めて少量の移動ニーズへの対応が求め

られることが想定されます。 

そこで、このような極めて少量な移動に対応でき

るグループタクシー事業の実証実験を検討します。 

 

 

実施予定 令和５、6年度に実証実験計画を検討し、令和７年度以降に実施 

実施主体 南木曽町、交通事業者 

 

 

(イ)福祉団体と連携した移送サービスの充実 

公共交通を利用しにくくなった者にはバス交通、タクシー事業者だけでは対応できなく

なる可能性が考えられます。そこで、社会福祉協議会や地域のNPO団体と連携し、移送ボラ

ンティアサービスの充実を検討します。また、行政としてこのようなボランティアサービ

スに対する支援制度を検討します。 

 

実施予定 令和4～6年度に関係者と協議し、令和7年度以降に実証実験実施を目指す 

実施主体 南木曽町、社会福祉協議会、交通事業者 
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３) 啓発・利用促進の実施 

(ア)公共交通に関する町民への情報発信 

●町民の協力意向の醸成 

（a） 公共交通の現状に対する広報等で情報提供 

南木曽町の公共交通は、生活する上で必要となる最低限の移動を担保するレベルにおい

て整備されています。しかし、住民のその利用は限定的です。路線再編を行い、住民の移

動実態に合わせた公共交通を運行・維持していきますが、そのためには住民の利用、協力

が欠かせません。 

そこで、住民に対して公共交通で生活に必要な移動ができることや公共交通が住民にと

って欠かせない社会基盤であることに関する情報提供を行うことで理解と利用促進に努め

ます。情報提供は、広報、町のＷＥＢサイト、主要なバス停、回覧板、車内での掲示、住

民が集まる機会に説明をすることなどにより、公共交通の運行内容や利用者数や運行に係

る費用等の情報を提供します。 

 

実施予定 随時実施 

実施主体 南木曽町 

 

（b） 住民懇談会における議題化／協力意識の醸成 

毎年度各地区で開催している住民懇談会等において、公共交通についての意見交換の場

を設けます。地域の公共交通の運行に関する現状を正確に伝えるとともに、住民ニーズを

把握し、運行内容を住民とともに検討します。このような住民と公共交通について直接的

に議論する場を設けることを通じて、協力意識の醸成を行います。 

 

実施予定 随時実施 

実施主体 南木曽町 

 

(イ)交通弱者や交通弱者予備軍に対する利用促進 

●交通弱者の利用促進事業 

（a） 交通弱者専用の時刻表（おでかけレシピ等）の作成 

公共交通のメインの利用者である交通弱者（特に高齢者）に対し、分かりやすい時刻表、

路線図、バス利用方法等、基本的な情報をまとめたバスマップを作成・配布します。 

また、交通弱者個々人から相談を受け、どの路線のどの便に乗れば目的に適う移動を行

うことができるかの相談に乗る体制を構築するほか、それを当人が書き留められる「おで

かけレシピ」も作成します。 

 

実施予定 時刻表の改正があった際に随時実施 

実施主体 南木曽町、運行事業者 
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（b） 家族送迎からの転換を促すためのお試し乗車券の配布 

交通弱者に公共交通を１回お試しで利用できる乗車券をバスマップと一緒に配布した

り、後述するバスの乗り方教室で配布します。普段、家族送迎等を利用している高齢者等

の交通弱者の公共交通への転換を促します。、 

 

実施予定 令和４年度に制度を設計し、令和５年度より実施 

実施主体 南木曽町 

 

（c） お帰りチケットの検討 

町内の商業施設、医療機関と連携して、行きに公共交通を利用した人に対して帰り分の

無料乗車券を配布することを検討します。往復の公共交通利用を促し、交通弱者の利用回

数の増加につなげます。 

 

実施予定 令和４年度に協力施設を募り、令和５年度より実施 

実施主体 南木曽町 

 

（d） 高校生の通学利用の促進 

路線バスの高校生の通学利用増加につなげます。高校入学前（3 学期）の中学 3 年生に

対して説明会を行います。説明会では、蘇南高校、木曽清峰高校等への通学する際でのバ

スや JR の利便性などについて周知を行います。 

また、通年定期券の導入を検討します。 

 

実施予定 令和４年度に教育委員会、中学校と調整。令和５年度より実施 

実施主体 南木曽町、教育委員会、南木曽中学校 

 

●高齢者等に対する自家用車からの利用転換事業 

（a） 高齢者に対する運賃割引制度の検討 

日中の路線バス等の利用促進のため 70 歳以上など一定の条件を満たした利用者につい

ては、通常運賃より割り引いたり、お得な定期券を設定したりするなど、運賃収入が著し

く悪化しない範囲で、割引制度の検討を行います。 

 

実施予定 令和４年度に制度を設計し、令和５年度より実施 

実施主体 南木曽町 
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（b） バスの乗り方教室等の開催 

「公共交通の利用経験の有無」が、移動手段を公共交通に切り替える際に重要なポイン

トになります。公共交通の乗り方などを高齢者が体験するイベントの実施などを通じて、

新たな利用者を獲得します。具体的には高齢者が集う会合等に職員を派遣し、バスの乗り

方教室を開催します。加えて、乗り方教室では、別途作成したお試し乗車券やバスマップ

の配布、おでかけレシピの作成も行い、利用のきっかけを作ります。 

 

実施予定 
令和4年度より各地区にて 1回/年以上開催 

ただし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえて開催する 

実施主体 南木曽町 

 

 

●スクール混乗便の利用促進事業 

（a） スクール混乗便の活用例の作成／配布 

各地区においてスクール混乗便を利用して、どのような移動ができるのか（どのような

用事を足せるのか）をまとめた活用例を作成します。作成した活用例は、バスマップやお

でかけレシピと同様に、バスの乗り方教室に参加した高齢者などに配布します。 

 

実施予定 
路線再編後に活用例をまとめる。 

運行の見直しがあれば、適宜更新を行う 

実施主体 南木曽町 

 

（b） スクール混乗便利用促進運賃の検討 

スクール混乗便については通常運賃の半額にするなど、運賃収入が著しく悪化しない範

囲で、運賃設定を検討し、スクール混乗便の利用者を増加させます。 

 

実施予定 令和４年度に制度を設計し、令和５年度より実施 

実施主体 南木曽町 

 

 

(ウ)観光客に対する情報発信、利用促進 

●観光客に対する発地での情報提供 

（a） 経路検索サービスでの情報提供 

現在、オープンデータ化（GTFS-JP）されている南木曽町の時刻表データ活用し、民間の

経路検索システムで経路検索サービスが提供されています。 

観光客がスムーズに移動できるように、今後も引き続き、オープンデータの更新を行い、

観光客が公共交通を利用し、スムーズに移動できるようにします。 

また、リアルタイムでの情報提供についても検討を行います。 
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実施予定 

GTFS-JPの提供は随時実施 

リアルタイムでの情報提供については令和4、5年度に検討し、令和6年

度以降実施 

実施主体 南木曽町 

 

 

（b） コロナ対策／混雑状況等の情報発信（再掲） 

公共交通の利用を敬遠されないように、町の WEB サイトなどで、実施している感染対

策の状況や利用者が多い便を知らせることで、公共交通を安心して利用できることを周知

し、観光客の利用回復に努めます。 

 

実施予定 随時実施 

実施主体 おんたけ交通、南木曽観光タクシー 

 

 

（c） キャッシュレス決済等新しい支払方法の導入検討 

長野県の動向を踏まえて、運賃支払いのわずらわしさを解消するため、QR コード決済

などのキャッシュレス決済の導入を検討します。 

また、商業施設・観光施設等での活用等を視野に入れ、観光事業者等との調整も行いま

す。 

 

実施予定 
長野県と協力して実施 

交通事業者、観光事業者との調整は適宜実施 

実施主体 南木曽町、長野県、おんたけ交通、南木曽観光タクシー、町内観光事業者 

 

（d） 観光関連施設と連携した公共交通の利用促進 

クーポン付き企画乗車券、1 日フリー乗車券の発行、公共交通を利用したウォークラリ

ーイベント開催の検討など観光関連施設、事業者と連携して観光客の公共交通利用促進を

行います。 

 

実施予定 令和4、5年度に協力事業者等を募集し、令和6年度以降実施 

実施主体 南木曽町、観光協会、町内観光事業者 
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４) 公共交通の評価・見直しの実施 

(ア)バス交通の運行状況の詳細な把握と評価 

現在、スクール混乗便の利用者数や運賃収入などが把握されていません。そのため、見

直しの優先度の判定をすることが難しくなっています。今後、バス交通を全体的に管理す

るため、全ての路線で利用実績等の情報を把握します。 

利用実績、運賃収入に運行費用を集計し、路線毎に評価を行います。 

実施予定 令和4年度 10月から随時実施 

実施主体 南木曽町、おんたけ交通、南木曽観光タクシー 

 

(イ)公共交通の定期的な運行見直し 

（ア）の評価結果を受けて、利用が低調な路線については見直しの検討、利用促進を行

います。そのうえで、利用が低調の場合は、運行方法の再検討を行います。 

実施予定 毎年度実施 

実施主体 南木曽町、おんたけ交通、南木曽観光タクシー 
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（３） 事業のスケジュール 

各事業のスケジュールを図表 52 に示します。 

 

図表 52 事業のスケジュール 

 

  

施策 事業 主な内容 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

公共交通再編事業 路線バス、乗合タクシー再編 検討 令和4年10月から順次再編を実施

路線維持・運行事業 路線バス、乗合タクシーの維持・運行 実施

新型コロナウイルス バス車内等におけるコロナ対策の実施 実施

感染症対策の徹底 対策状況／混雑状況に対する情報発信 実施

グループタクシーの実証実験 検討 実証実験

福祉分野と連携した移送サービスの充実 協議 実証実験

公共交通に関する ●町民の協力意向の醸成

町民への情報発信 　・公共交通の現状に対する広報等で情報提供 実施

　・住民懇談会における議題化／協力意識の醸成 毎年度各地区で実施

●交通弱者の利用促進事業

　・交通弱者専用の時刻表（おでかけレシピ等）の作成 時刻表の改正があった際に作成・配布

　・家族送迎からの利用転換を促すお試し乗車券の検討 制度設計 実施

　・お帰りチケットの検討 実施

　・高校生の通学利用の促進 調整 実施

●高齢者等に対する自家用車からの利用転換事業

　・高齢者に対する運賃割引制度の検討 制度設計 実施

　・バスの乗り方教室等の開催 毎年度各地区で実施

●スクール混乗便の利用促進事業

　・スクール混乗便の活用例の作成／配布 路線再編を受けて作成・配布

　・スクール混乗便利用促進運賃の検討 制度設計 実施

●観光客に対する発地での情報提供

　・経路検索サービスでの情報提供 実施（リアルタイム提供は令和6年度以降に実施）

　・コロナ対策／混雑状況等の情報発信（再掲） 実施

キャッシュレス決済等新しい支払方法の導入検討 長野県の動向を踏まえて実施

観光関連施設と連携した公共交通の利用促進 協力事業者の募集 実施

公共交通の運行状況の詳細な把握と評価 令和4年10月から実施

公共交通の定期的な運行見直し 毎年度実施

令和4年度

協力施設募集

公共交通
網の
再構築
･運行

極少量移動などに対応する運行方法
の検討

交通弱者や交通弱者予備
軍に対する利用促進

観光客に対する情報発
信、利用促進

公共交通
の評価・
見直しの
実施

評価・検証の実施

啓
発
・
利
用
促
進
の
実
施



 

50 

第4章 計画の推進 

１. 各主体の役割 

本計画は、行政、交通事業者、町民が連携して推進します。行政がリーダーシップ発揮し、

下表に示したそれぞれが担う役割や事業の進捗等を相互に確認しながら、目指す公共交通を実

現します。 

図表 53 各主体の役割 

主体 役割 

行政 

 計画全体の管理 

 交通事業者、町民、関係機関の調整 

 路線バス、乗合タクシー等の維持、見直し内容検討 

交通事業者 
 交通の担い手として、安全な交通サービスの提供 

 利便性向上や接続性向上に向けた取り組みや調整 

町民 
 公共交通事業に対する理解を深める 

 公共交通の利用、協力 
 

２. 評価・検証と改善のサイクル 

計画を着実に実行していくため、毎年度、利用実績、運行実績などのデータ（図表 55）を整

理し、定期的に公共交通の利用に関する目標、収支・公費負担の目標の状況と各事業の進捗を

評価し、改善を行います。町民代表者、交通事業者、行政関係者等で構成する「南木曽町公共

交通協議会」において、評価結果を共有するとともに、次年度に向けた改善策を検討します。 

 

図表 54 事業実施、評価・検証と改善の年間スケジュール 

  

Plan
（計画）

Do
（実施）

Check
（評価）

Action
（改善）

評価検証結果に基づいて
年次計画を策定

年次計画に基づいて事業を実施

事業の進捗を評価、
利用状況等から課題を整理

課題をもとに改善策を検討

６月頃
第1回協議会
・年次事業計画
・予算

2月頃
第2回協議会
・事業評価
・次年度事業計画

12月頃
・実績確認

1月頃
・
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図表 55 公共交通の利用に関する目標、収支・公費負担の目標の状況を把握するために収集する

データ 

種別 収集するデータ 

路線バス 

 日別・便別・停留所別利用者数 

 便別運行費用 

 便別運賃収入 

デマンド

バス 

 登録者数（属性情報を含む） 

 利用者数（登録の属性情報と結合できるようにする） 

 便別運行費用 

 便別運賃収入 

少量輸送

バス 

 日別・便別・乗降場所利用者数 

 便別運行費用 

 便別運賃収入 

病院送迎

バス 

 日別・乗降場所利用者数 

 運行費用 

 運賃収入 
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